一 つの 文学作品 —— それが 詩で あっても 小説で あつ 

て も 戯曲で あっても よい —— が 製作され るに あたって 

は、 それが 全くの 気紛れ、 全くの 任意の 所産で ない 限 

り、 何等かの 条件に 制約され る。 若し、 文学作品が 何 

物の 制約 を も 受けないならば、 文学作品 は 理論的 研究 

の 対象に はな リ 得ない。 吾々 はた > これ を 気紛れに 鑑 

賞す る ことし かで きない わけで ある。 今日 も、 ごく 稀 

れに はか やうな 考へを 抱いて ゐる人 も あるが、 多くの 

方面に 於て、 見事な 成果 を あげた 近代科学の 方法 は、 



かやうな 懐疑論 を 生ずる 余地 を 殆んど 奪って しまった 

と 言って よい。 学と しての 文学の 可能なる こと は、 従 

つて、 こゝで 疑問と する 必要 はない ので ある。 

文学作品に 課せられる 第一 の 条件 は 作者で ある。 作 

者の 天分、 気質、 性格、 境遇、 趣味、 思想、 年齢、 一 

言に して 言へば 作者の 個人性 は、 文学作品 を 決定す る 

第一の 条件で ある。 これ は 何人も 否む 能 はざる 事実で 

ある。 シェ— キス ピアの 作品に は、 どれ を 見ても、 シ 

ェ ー キス ピ ァの 個人性が 深く きざまれて ゐて、 注意 深 

い 観察者に は、 それが はっきりと 感知で きる であらう _ 

スタイルの 上に、 手法の 上に、 表現の 上に、 思想の 上 



るか もしれ ぬが、 決して 科学と も 理論と もなら ぬので 

ある。 

二 

併しながら、 以上で 分析が 終った わけで は 決してな 

い。 以上に 述べた ところ は、 た、 V、 文学作品 を 社会的 

事実と して、 社会と 連関せ しめた y けで ある。 文学 を、 

社会学 的 研究の 対象と なし 得る やうに 整理した、 V けで 

ある。 これから 先に、 なほ 一連の 分析と 概括との 過程 

が 残されて ゐ るので あり、 しかも、 真に 重要な の は、 



原因 は 殆んど 変ら ない のに 結果 だけが 目まぐるし く 変 

つて ゐ ると いふ ことに なり、 因果の 原理 は 廃棄され ね 

ばなら ぬ ことになる。 且つ又、 人間 は 自然 を 征服す る、 

た、 V 自然に 条件 を 強制され たま、 にな つ てゐ るので は 

ない。 この こと は 近代の 科学、 及び 工業の 驚くべき 進 

歩が 立証して ゐる。 そこで、 一社 会の イデ ォロ ギィ、 

そして それ を 通じて 文学 を さま-^ に 変化させる に は、 

自然 的 条件 以外に、 もっと 直接的な、 もっと 短い 時間 

に 作用す る 条件がなければ ならぬ とい ふこと になる。 



私たち は、 一定の 自然環境の 中に 生れて、 私たちの 

意志と 独立した 自然 条件 を 課せられる こと は 前述のと 

ほりで ある。 併しながら、 私たちの 意志と 独立に、 私 

たちの 生れない 先から 存在して ゐる もの は、 た、 V 自然 

的 条件 だけで はない。 そのほかに 一定の 経済 関係が あ 

る。 私たち は、 生れお ちる と、 否応なしに、 一 定の経 

済 関係の 中に 入り込み、 是が非でも それに 適応して 住 

まねば ならぬ。 たと へば、 元禄 時代に 江戸に 生れた 者 

と 大正時代に 東京に 生れた 者と は、 同じ 自然 的 環境に 

生れながら、 まるで 異 つた 経済 関係の 中に 生活し なけ 



とならざる を 得 なくなって 来る ので ある。 たと へば 中 

世 時代の 手工業と 幼稚な 交通機関と 土地の 生産力、 農 

業 を 基礎と する 経済 関係と は 必然的に 封建 政治 を 生み、 

工業の 〔# 「工業の」 は 底本で は 「工業と 匕 発達と 交通 機 

関の 進歩と、 資本の 抬 頭と 商業の 拡大と は 漸次 国家の 

統一、 ついで は デ モク ラシィの 政治 を 必要と して 来る。 

更に 進んで、 国際 商業の 発達、 資本の 集中と 国際化と 

は、 一 方に 於て 帝国主義 を 生み、 他方に 於て 政治の 国 

際 化 を 必要と して 来る。 そして 後者 はお そらく 社会 主 

義の 時代に なって、 はじめて 完全に 実現され るで あら 

、つ。 



たこと を 機械的に、 杓子定規 的に 解して はならぬ とい 

ふこと である。 即ち、 先づ 生産力が 生産 関係に 影響し、 

生産 関係が その他の 経済 条件に 影響し、 経済 条件が 政 

治 形態に、 政治 形態が 法制に、 法制が 道徳 習慣 思想 感 

情 等に、 次々 に 目白押しに 影響して 来る ものであるな 

どゝ考 へて はならぬ。 社会現象 は それ 程 簡単で はない。 

私 はた ゾ、 比較的 根本的な 要素 を 先に 挙げた ^ けに 過 

ぎぬ のであって、 以上の 条件 は 互に 他に 作用 を 及ぼす 

と 同時に 他から 反作用 を 受けて ゐ るので ある。 これ 等 

の 条件の 及ぼす 力 は 一 方 的でなくて 相関的な ので ある。 

たと へば 政 治 組織が その 時代の 政治 思想 を 条件 づ け る 



こと は 事実で あるが、 それと 同時に、 その 時代の 政治 

思想 も 亦、 政治 組織に 対して 活発に 作用して ゐ るので 

ある。 ブ ハリン はこの こと を 社会の 諸 要素 間の 平衡と 

名 づけて ゐる。 

四 

以上で、 私 は、 文学作品に 及ぼす 各種の 力 を 大体 分 

析し 終った。 私が 以上に 挙げた、 V けで も、 それ は 甚だ 

複雑で あるが、 実際 はこれ よりも 遙 かに 複雑で ある こ 

と を 理解し なければ ならぬ。 ある 文学作品 を 生んだ 地 



探らねば ならぬ。 かくして 吾々 は、 一 の 文学作品の 科 

学 的 認識に 到達した と 言へ るで あらう。 

理解の 便の ために、 これ を 図式で あら はすと 上の 如 

くなる。 

社会生活が 単純であった 時代に は、 この 関係 も 単純 

である。 たと へば、 太古の 狩獵 民族に あって は、 狩獵 

とい ふ 生産 様式が、 直接に 芸術の 内容 を 条件 づけて ゐ 

るが 如くで ある。 

口 シャの マルクス主義の 碩学 プレハノフ は、 此の 〔# 

「此の」 は 底本で は 「比の 匕 問題に ついて 興味 ある ワラ 

ッシェ ックの 説 を 引用して ゐる。 



「ワラ ッシ ェ ックは 原始 民族の 演劇の 起源に 関する 自 

己の 見解 を 次の 如く 要約して ゐる。 『此の 演技の 対象 

は 次の 如くで ある。 (1) 狩獵、 戦争、 漁撈、 漕 舟 (狩 

獵 民族、 遊牧 者)、 動物の 生活 及び 習慣。 動物 黙戯、 仮 

面舞戯 (やはり 動物 を 表出す ると ころの。 プレハノフ)。 

(2) 家畜の 生活 及び 習慣 (牧畜 者)。 (3) 労働 (農耕 

者)、 米搗き、 粉 磨き、 打禾、 収穫、 葡萄 摘み』 『 …… 

演出され るの は 生存競争 上 絶対に 必要な 日常生活の 事 

実で ある』」 (恒藤 恭氏訳 『マルクス主義の 根本 問題』 

増補 版 九 一 一 I 九 三 頁) 

併しながら、 社会生活が 複雑に なって 来る と、 この 



く 労働 過程の 芸術的 再現に 制限され てゐ た。 此の 事 

は 吾々 の 知り 得る 最近の 発達段階に 立つ 狩獵 民族に 

於いて 特に 顕著で ある。 正に その 故に 吾々 は 原始人 

の 心理が そ の 経済的 活動に 倚 憑す る y J と を 証明す る 

に 当って、 主として 狩獵 民族 を 引例した のであった。 

之に 反して 階級に 分裂せ る 社会に 於いて は、 此の 活 

動の 直接の 作用 は、 前の 場合 ほど 顕著で ない。 その 

理由 も 明白で ある。 例へば ォ ー スト ラリャ の 土人の 

婦女に あって は、 舞踊 は 草根 採取の 運動の 再現た る 

ので あるが、 さりと て 十八 世紀の フランスの 貴婦人 

たちの 優美な 舞踏の 一 つが、 何等かの 生産 的 活動 を 



大部分 は 説明し 得られる であらう。 されば こゝ では、 

経済的 因 素と 並んで 心理的 因 素が その 地位 を 認めら 

れる わけで ある。 但し 非 生産 階級 そのもの は 社会の 

経済的 発達の 産物た る こと を 忘れて は 不可ない。 即 

ち 経済的 因 素 は、 その 地位 を 心理的 因 素に ゆづる 場 

合に も、 尚 ほその 卓越せ る 重要 さ を 失 はない ことに 

留意し なければ ならぬ。 此の 場合に は、 それ は 他の 

諸 因 素の 影響の 可能性 及び 限界 を 規定す る 点に おい 

て 感知し 得られる ので ある ご (「前掲 書」 一 一三 I 一 

一 四 頁) 

プレハノフが、 こ、 で 舞踏に ついて 言って ゐる こと 



は、 完全に 文学に も あてはまる (但し 狩獵 民族 は 文学 

を もって ゐ ない と考へ ねばなら ぬが)。 しかしながら、 

プレハノフが こ、 で 述べて ゐる こと だけ は、 複雑な 社 

会に 於け る 文学と 社会との 相関関係 を 説明す るに は 勿 

論 不十分で ある。 今日の 文学 は、 否、 古代の 文学で さ 

へ も、 少 くも 文学 を 有する ほど 発達した 社会に 於け る 

芸術作品 は、 た ^ に 直接に 生産 活動 を 再現して ゐ ない 

のみならず、 一般に、 極めて 高度に レ ファイン された 

形に 於いてし か 経済 関係 或は その他の 単 一 な 条件の 影 

響 を 受けて ゐな いので ある。 そこに は 無数 の 因 素が 存 

する ので ある。 



私が 以上に 述べた 文学 研究の 方法論 は、 大部分 テェ 

ヌの 祖述で ある。 た y 私 は、 テェヌ の 芸術論の もって 

ゐる 自然科学 的 面貌に かふる に、 社会科学 的 相貌 を も 

つてした。 これ は、 主として、 史的唯物論の 方法に 負 

ふので ある。 そして この 方法 は 今日までの ところでは 

プレハノフに 最も 多く 負 ふので あるが、 今 は プレハ ノ 

フの 方法論に は 深く 触れない ことにして おく。 

下 編 其の 適用 



彼 は、 中 世紀の 文明と 建築との 関係 を 述べた あとで、 

フランスの 古典 悲劇に 眼 を 転じて 大要 次の 如く 語って 

ゐる。 

中世 時代に 人民 を 支配 搾取して ゐた 封建 諸侯の 中に、 

漸次 頭角 を 現 はして 他の 同輩 を 征服す る ものが 生じ、 

それが 遂に 国王と いふ 名の もとに、 国民の 首長と なつ 

た。 十五 世紀 頃に は、 かって は 同輩であった 諸侯 は、 

国王 麾下の 将軍に 過ぎ なくなり、 十七 世紀 頃に は、 そ 

の 宮臣に 過ぎ なくなって しまった。 しかし この 宫臣と 

いふの は、 た、 V の 家来で はなく、 国王との 関係 は 非常 

に 親密であって、 国王 も 彼等 を 尊敬し、 彼等 は 王城 内 



に 於いて 国王と、 もに 舞踏し、 食事 をと もに するとい 

ふ 風であった。 かくして、 はじめに は、 イタリア 及び 

スペインに、 ついで フランスに、 更に イギリスに ドィ 

ッに 北欧諸国に 宮廷 生活 (laviedecour) とい ふ もの 

が 生じ、 フランス がその 中心と なり、 ルイ 十四 世に 於 

いて その 絶頂に 達した ので ある。 

かくの 如き 形勢の 変化 は、 当時の 人心に 如何なる 影 

響 を 及ぼした か？ 国王の サロン は 国内に 於て 最も 善 

美を尽 した もので あり、 そこに は、 万人の 亀鑑た るに 

恥し からぬ 最も 選ばれた 貴族た ちが 出入す る。 この 貴 

族 は 自ら 生れながら にして 高貴な 人間で あると 考へ て 



すべて、 この 趣味から つくられ たので ある。 厳粛、 荘 

重な プッ サン、 ル シュア— ル 等の 絵画、 壮麗 華美 をつ 

くした ぺロ オル 及び マン サ ー ル 等の 建築、 ル. ノォ ー 

トルの 設計に かゝる 雄大なる 庭園 等が それで ある。 そ 

の 他、 当時の 家具 服装 室内の 装飾 等に、 すべて 此の 特 

色 は あら はれて ゐる。 ヴ エル サイ ュ宫殿 を 飾って ゐる 

神々 の 像、 整然たる 並木道、 神話 を 象った 噴水、 広々 

とした 精巧な 泉水、 建築の 飾りの やうに 巧みに 刈られ 

た 庭 内の 樹木 等 は、 当代の 趣味の 精髄 を こらした 傑作 

である。 併しながら、 これ を 最もよ く あら はして ゐる 

もの は、 当時の 文学で ある。 当時 ほど フランス 文学界 



の 巨匠が 雲集して ゐた 時代 はない。 ボシ ユエ、 パス 力 

ル、 ラ • フォン テ 1 ヌ、 モリエ— ル、 コル ネ— ュ、 ラ 

シ ィヌ、 ラ. ルシ ュフコ ー、 セ ヴィニェ 夫人、 ポヮロ 

ォ、 ラ.ブ リュイエ— ル、 ブ ウル ダル ゥ等皆 当時の 名 

文 家で ある。 ひと りこれ 等の 大家の みならず、 当時の 

人々 はみ な 文章 をよ くした。 当時 は、 到る ところに 名 

文の 模範が あった。 対話 も 日常の 書簡 もす ベて 名文で 

あった。 当時の 宫女 は、 近代の ァカ デミ ィ 会員よりも 

文章 をよ くした とク— リエ は 言って ゐる。 而し てこの 

高貴 端正の 名文 は 当時の 古典 悲劇に 於て 最も 燦爛たる 

光彩 を 放った のであった。 



必要 はない。 ロマン チスム の 文学に は 悲しみ や 憂欝 を 

主題と した ものが 決して 少 くない。 それ どころ か、 口 

マン チスム の 文学 は 感情の 文学で あると さへ 〔# 「さ 

へ」 は 底本で は 「さいへ 匕 いはれ てゐ る。 しかしながら、 

感情 を —— それが 悲しみの 感情で あらう とも —— 心 ゆ 

くまで、 思 ふま ゝ にうた ふこと は、 古典文学の 形式 主 

義 に対する 反逆で あり 闘争で あると い つ て 少しも 差 支 

へない ので ある。 近 松 巣 林 子の 世話物 は、 殆んど 情死 

を主材 として をる に拘 はらず、 それ は 正に 当時の 町人 

的 世界観の 勝利 を あら はして ゐ ると 見て よいので ある。 

義理と 人情との 葛藤と いふ 言葉 は、 社会学 的に 言 ひ あ 



自然主義の 文学 は 成熟期の ブル ジ ョァの 文学で ある 

といへ る。 それ は、 ロマン チスム の 文学が、 新興の、 

若い、 革命 期の ブル ジョァ の 文学で あると いふのと 同 

じ 意味に 於て、 V ある。 

自然主義 文学 を 発生せ しめた 社会的 環境の 特色 を挙 

げ ると、 ブル ジョァ 階級が 成熟して 来た こと、 社会の 

物質的 生産力が 増加し、 富、 資本が 社会の 動力と して 

最も 重要な 地位 を 占めて 来た こと、 自然科学が 急激に 

勃興して 来た こと 等で あると いってよ い。 



ブル ジョァ 階級が 成熟して、 その 社会的 地位が 安固 

となると、 若い 時代の 情熱が 消えて 来る の は 当然で あ 

る。 自然主義の 文学が ロマン チスム の 文学に 比べ て 情 

熱 的で な いのは そこに 原因の 少 くも 一 半 を もつ であら 

う。 ブル ジョァ 階級に は、 もはや 戦 ふべき 権威 も 敵手 

もない、 そこで 翻って 自己 を 観察し 省察す る やうに な 

つて 来る。 自然主義 文学が 個人主義 (正しくい へば 自 

己 批判) の 文学で あると いはれ てゐ るの は そのためで 

も あらう。 

勃興 期の ブル ジョァ 階級に とって は、 前途に 薔薇色 

の 世界が 展望され てゐ たこと は 既に 述べた とほり であ 



けれども、 自然主義 文学に、 最も 本質的な 影響 を 与 

へた もの は 自然科学の 勃興であった。 この 自然科学の 

勃興が、 当時の 経済 事情 —— 産業の 機械化 —— と 密接 

な 関係 を もって ゐる こと は、 ここで は 不問に 附 する。 

た 、v 自然 主 義 文学が 、 如何 に 自然科学 に 刺戟され て 起 

つた もので あるか を 一 二の 例によって 示す だけにと y 

めて おく。 

自然科学 は、 自然界に 起る 凡ての 現象 は、 因果関係 

によって 決定され てゐる こと を 信条と する。 そして、 

前世紀に 於て 様々 な 科学者の 努力に よりて、 自然現象 

の 因果関係 は 次々 に 証明され ていった。 この 自然科学 



やう ど 科学者が 自然 物 に対してと るべ き 態度と 相 通じ 

てゐ る。 そして ランソンが 言って ゐる やうに、 この 点 

では、 自然主義 は、 古典主義への 接近で あり、 古典 主 

義 文学の 理性 (raison) と 自然主義 文学の 冷静 

(impassibility) との 間に は 少な からぬ 類似が あると 

いはれ よう。 此の 信条 を 作品に あら はした ものが、 近 

代 文学の 傑作の 一 つと して 光輝 を 放って ゐる 『ボ ヴァ 

リイ 夫人』 である。 これ は、 正に、 作者 は 作 中の 人物 

に 同情したり、 心 を 動かした リ しないで、 鏡の やうに 

これ を あるが ま、 に 写さねば ならぬ とい ふ 彼の 理論 を 

具 * 化した 傑作で ある。 



したり、 罰したり、 戒めたり、 指導した りした ので 

ある。 …… 私が これから 試みん とする 近代的 方法 は、 

人間の 作物、 特に 芸術作品 を、 事実 若しくは 製作 物 

と 見なして、 その 特色 を 指摘し、 如何にして か、 る 

特色が 生じ たかを 研究す るに 過ぎない。 それ は ゆる 

したり、 禁じたり はしない。 た y 認証し、 説明す る 

だけで ある。』 

これで わかる やうに、 自然主義 文学の 理論、 方法 は、 

自然科学の それと 正確に 同じで あると いはねば ならぬ。 

結語 



以上に 略述した ところに よって、 私の 試み は ほ、 V 読 

者に わかった らうと 思 ふ。 

私 は 文学 は 科学的に、 方法 的に 研究し 得る こと を 前 

提 として、 如何なる 方法 を 適用すべき か を 明かに し、 

極く 大づ かみに これが 応用 を 試みた ので ある。 しかし、 

私 は、 私の 頭の 中に 考 へて ゐる こと を 残らず 発表し 得 

なかった し、 発表した 部分 も 多少 明確 を 欠いて ゐ るか 

も 知れぬ と 思 ふ。 何よりも 私 は、 私の 考へを 裏 づける 

やうな 材料 を 蒐集し、 これ を 適当に 整理す る 余裕 を も 

たな 過ぎた。 そして、 大部分 を 先人の、 特に テェヌ の 



い。 けれども、 文学が 科学的 研究の 対象になり 得ない 

と考 へる 論拠 を 何 一 つ 見出す ことができな いので ある _ 

文学作品 を 措いて 文学 はない。 文学と は 個々 の 文学 作 

品 を 素材と してつ くられた 概念で ある。 そして 文学 作 

品 は、 直接 私たちの 眼で 読み、 心で 感ずる ことので き 

る 具体的な 存在で ある。 これが 科学的に 研究で きない 

とい ふなら、 一 切の 科学の 可能 を 否認し なければ なら 

ぬ。 人類 は、 かって 天界の 現象 を 神化した。 如何なる 

民族の 神話に も 天体 や 気界の 現象が 題材と なって ゐな 

いもの はない。 次に 彼 は 単純な 化学的 現象 を、 魔法と 

してお それた。 キリシタン パテレンの 法な どの 中に も 



る。 

(大正 十五 年、 社会問題 講座) 
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